
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
求
め
る
意
見
書 

  
現
在
、
国
に
お
い
て
構
造
改
革
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
真
に
地
方
分
権
改
革
を
推
進
し
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
が
、
我
が
国
の
再
生
を
図
る
う
え
で
重
要
な
課
題
で
す
。 

平
成
十
二
年
四
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
地
方
分
権
へ
向
け
て
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
が
図
ら
れ
、
そ
の
関
係
は
対
等
、

協
力
を
基
本
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
地
方
財
政
構
造
は
、
相
変
わ
ら
ず
歳
出
規
模
と
地
方
税
収
入
と
の
乖
離
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
国
か
ら
の
移
転
財
源
で
あ
る
地
方

交
付
税
や
国
庫
補
助
負
担
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、
そ
れ
が
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
、
自
立
性
を
損
な
う
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
、
自
立
性
を
高
め
、
自
己
責
任
、
自
己
決
定
に
基
づ
く
地
方
自
治
を
推
進
、
拡
充

し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。
今
日
、
各
地
域
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
福
祉
施
策
の
充
実
、
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整

備
な
ど
様
々
な
ニ
ー
ズ
と
課
題
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
担
う
べ
き
役
割
と
、
そ
の
財
政
需
要
は
今
後
も
増
大
す
る
こ

と
が
確
実
で
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
一
刻
も
早
く
税
源
移
譲
を
含
め
、
国
と
地
方
の
税
源
配
分
に
つ
い
て
根
本
か
ら
見
直
し
、
地
方
の
自
主
財
源
の
強
化
、
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
制
度
や
補
助
金
制
度
の
あ
り
方
な
ど
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
真
に
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
、
税
源
移
譲
等
の
改
革
の
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る

工
程
表
を
早
急
に
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
中
央
の
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
の
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の
地
方
の
声
を
十
分
に
聴
く
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。 

  

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 
 

平
成
十
五
年
三
月
十
九
日 
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戸
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総
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・
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大
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